
１．実施状況

防衛装備庁・安全保障技術研究推
進制度

2 4,800,000 4,800,000

AMED・医療研究開発推進事業費補
助金

1 2,100,000 2,100,000

JST・先端国際共同研究推進事業 5 7,200,000 7,200,000

AMED・次世代がん医療加速化研究
事業

1 1,000,000 1,000,000

ERCA・環境研究総合推進費 4 2,000,000 2,000,000

AMED・革新的先端研究開発支援事
業

2 5,080,000 5,080,000

JST・創発的研究支援事業 15 10,400,000 10,400,000

JST・研究成果最適展開支援プログ
ラム（A-STEP）

1 1,000,000 1,000,000

JST・戦略的創造研究推進事業
（CREST）

3 8,000,000 8,000,000

JST・戦略的創造研究推進事業
（さきがけ）

13 10,500,000 10,500,000

NEDO・水素利用拡大に向けた共通
基盤強化のための研究開発事業

1 1,500,000 1,500,000

NEDO・NEDO先導研究プログラム 2 2,300,000 2,300,000

（別添様式３)

研究機関名：

文科省・革新的パワーエレクトロ
ニクス創出基盤技術研究開発事業

1 1,920,000 1,920,000

北海道大学

NEDO・高効率・高速処理を可能と
するAIチップ・次世代コンピュー
ティングの技術開発事業

競争的研究費の直接経費からの研究代表者（PI）の人件費支出に係る活用実績報告書（令和７年度）

1 3,000,000 3,000,000

事業名
直接経費から人件費
を支出した所属PIの

人数（人）

所属するPIについ
て、直接経費から支
出した人件費の総額

（円）

所属するPIについて、直接経
費から人件費を支出したこと
により確保した財源の総額

（円）

JST・戦略的創造研究推進事業
（ACT-X）

1 150,000 150,000



事業名
直接経費から人件費
を支出した所属PIの

人数（人）

所属するPIについ
て、直接経費から支
出した人件費の総額

（円）

所属するPIについて、直接経
費から人件費を支出したこと
により確保した財源の総額

（円）

２．確保した財源の使途、具体的な活用内容、効果等

３．策定した活用方針・活用実績を公表している北海道大学のホームページ

AMED・ワクチン開発のための世界
トップレベル研究開発拠点の形成
事業

1 6,000,000 6,000,000

確保した財源を部局・全学における予算の一部に組み入れ、主に下記の活用を行った。
・研究環境の整備として、研究機器の購入・更新、インフラ整備を行った。
・研究力の継続・発展のために研究資金支援を行った。
・共用研究機器利用料の一部支援を行った。
・全学的研究支援体制の整備支援を行った。
PIに対して、本人の希望に応じて報奨金の支給・研究費配分のいずれか一方又は両方を行った。
以上により、研究者の処遇改善や研究に集中できる環境の整備、研究資金支援等が行われ、本学及び研
究者双方の研究力向上が図られた。

https://www.hokudai.ac.jp/research/research-support/research-grants/josei/pi/

合計 58 69,000,000 69,000,000

AMED・革新的研究開発推進基金補
助金

4 2,050,000 2,050,000


	別添３報告書（総長⇒配分機関）

